
小池知事とともに、
都議会最大会派として

都民の声に丁寧に耳を傾けながら、待機児童解消
や少子化対策、デジタル化など東京から日本をリー
ドする政策を責任ある知事与党として推進
　  → 待機児童数が７割（約 6,200 人）減少
　  → 不妊治療の助成範囲の拡大（都独自の上乗せ
            や所得制限の緩和）
　  → 都の手続きの原則デジタル化を定めた「東京
           デジタルファースト条例」成立

都民の命と暮らしを守るため、新型コロナウイル
スの感染動向を踏まえ、検査・医療体制の強化、
セーフティネットの確保、雇用・経済支援など
43 回を超える知事への緊急要望を実施
              

東京から日本をリードする都政の推進

　令和 3 年 1 月 2 日、小池知事へ緊急要望を行
いました。
　なお、緊急事態宣言が発出された場合（1 月
8 日に発出）にあっても「学校等の教育機関や保
育施設等については休業要請せず、教育・保育
を継続されたい」との要望については、小池知
事より「受験シーズンでもあるので、そういっ
た点にも配慮しながら対応を検討したい」との
趣旨の発言がありました。

新型コロナウイルスから都民の命を守る

総額2兆480億円の補正予算を編成

写真中央　尾崎都議・小池知事　（令和2年 3月 4日緊急要望の様子） 

都民の命と暮らしを守る新型コロナ対策

経済活動と都民の生活を支えるためにも中小
企業の資金繰りを支援を要望
    →新型コロナ対応分として
                                   制度融資目標額　4兆円

「経済活動と都民の生活を支える支援」



都民の命と暮らしを守る新型コロナ対策

ー 都民ファーストの会  東京都議団の 43 回にわたる要望が実現 ー
都はこれを受けて、延べ１4 回、総額 2兆 480億円の新型コロナ関連補正予算を編成

（3 ヶ月分）

4 兆円

1 万円

経済活動と都民生活を支える

都民の命と健康を守る

都民の命と暮らしを守る新型コロナ対策

補正予算に計上された都民ファーストの会東京都議団の主な要望
医療提供体制等の強化

医療提供体制等の強化 セーフティーネットの充実等

セーフティーネットの充実等

患者を受け入れていない病床に対する 支援


